
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

人
生
の
最
終
段
階
と
透
析
療
法

―
緩
和
ケ
ア
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
役
割
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趣
旨
説
明

会
田 

薫
子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
生
の
最
終
段
階
と
透
析
療
法 

― 

緩
和
ケ
ア
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
役
割
」

一
　
新
た
な
時
代
に
お
け
る
医
学
的
・
倫
理
的
課
題

長
寿
大
国
の
日
本
で
は
患
者
の
年
齢
層
も
高
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
医
学
的
・
倫
理
的
に
新
た
な
課
題
が
生
じ
、
療
法
選
択

を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

透
析
療
法
は
末
期
腎
不
全
に
対
し
て
確
立
さ
れ
た
標
準
治
療
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
お
も
に
行
わ
れ
て
い
る
血
液
透
析
は
、

ポ
ン
プ
を
使
用
し
全
身
の
血
液
を
脱
血
し
浄
化
さ
れ
た
血
液
を
体
内
に
戻
す
こ
と
を
繰
り
返
す
と
い
う
、
循
環
動
態
に
大
き
な
負

荷
を
か
け
る
治
療
法
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
老
化
が
進
み
身
体
機
能
と
生
理
的
予
備
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

生
命
予
後
の
悪
化
と
機
能
予
後
の
低
下
を
も
た
ら
す
場
合
が
少
な
く
な
い
。
長
寿
化
は
従
来
の
医
学
的
判
断
の
科
学
的
適
切
性
に

疑
問
符
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る 1
。

　

ま
た
、
多
様
性
へ
の
意
識
が
啓
発
さ
れ
て
い
る
現
代
の
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
な
状
況
の
な
か
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
を
反

映
し
た
選
択
を
尊
重
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
人
生
観
と
死
生
観
も
多
様
化
し
て
い
る
社
会
で
は
、
各
人
の
生
き
様
と
逝
き
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様
へ
の
敬
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
代
社
会
の
状
況
を
背
景
に
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
と
ケ
ア
（end-of-life care:  

Ｅ
Ｏ
Ｌ
ケ
ア
）
に
関

す
る
適
切
な
意
思
決
定
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
一
人
ひ
と
り
の
患
者
の
個
別
性
を
重
ん
じ
る
支
援
が
重
み
を
増
す
時
代
が
到

来
し
て
い
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
高
齢
腎
不
全
患
者
の
Ｅ
Ｏ
Ｌ
ケ
ア
に
関
し
、
緩
和
ケ
ア
と
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（advance care planning: 

Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
役
割
を
軸
に
、
医
科
学
と
臨
床
倫
理
の
両
面
か
ら
、
新
た
な
時
代
の
意
思
決
定
支
援
を
め

ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
た
め
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
般
社
団
法
人
日
本
老
年
医
学
会
、
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
（
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
開
発
機
構
）
長
寿
科
学
研
究
開
発
事
業
の
研
究
開
発
課
題
「
高
齢
腎
不
全
患
者
に
対
す
る

腎
代
替
療
法
の
開
始
／
見
合
わ
せ
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
最
適
な
緩
和
医
療
・
ケ
ア
の
構
築
」（
研
究
開
発
代
表
者

：

川
崎
医

科
大
学
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
学
教
授 
柏
原
直
樹
氏
）、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
上

廣
講
座
の
共
同
主
催
に
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
腎
臓
学
会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
腎
不
全
看

護
学
会
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
日
本
腎
臓
病
協
会
か
ら
ご
後
援
頂
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
さ
れ
た
当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
全
国
か
ら
多
職
種
の
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
ら
約

一
二
〇
〇
名
が
参
加
し
多
角
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

二
　
高
齢
者
医
療
と
し
て
の
透
析
療
法

末
期
腎
不
全
に
対
す
る
透
析
療
法
は
、
腎
不
全
患
者
の
生
命
と
生
活
の
質
（quality of life: 

Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
維
持
し
、
多
く
の
患

者
の
社
会
生
活
を
支
え
て
き
た
。
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図 2　導入患者　年齢と性別（2020 年）

いずれも出典：一般社会法人日本透析医学会「わが国の慢性透析療法の現況（2020 年 12月31日現在）」

図 1　慢性透析患者数（1968-2020 年）と有病率（人口 100万対比、1983-2020 年）の推移
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※ 1989 年末の患者数の減少は、当該年度にアンケート回収率が 86％と礼学的に低かったことによる見掛け上の影響である。
人口 100万対比は回収率で 86％で補正
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日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
口
の
高
齢
化
と
糖
尿
病
患
者
数
の
増
加
に
伴
っ
て
透
析

患
者
数
も
急
増
し
、
二
〇
二
〇
年
末
時
点
で
全
国
の
患
者
数
は
約
三
四
・
八
万
人
と
な
っ
た
（
図
1
）。
新
規
の
透
析
導
入
年
齢
は

七
〇
歳
代
が
最
も
多
く
、
八
〇
歳
以
上
で
導
入
し
た
患
者
も
女
性
で
約
35
％
、
男
性
で
約
27
％
と
な
り
、
透
析
療
法
の
特
徴
の
一

つ
は
高
齢
者
医
療
と
い
う
側
面
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
（
図
2
）。

三
　
医
学
的
判
断
を
踏
ま
え
本
人
の
人
生
の
物
語
り
を
中
核
に

医
療
と
ケ
ア
の
受
け
手
で
あ
る
本
人
に
と
っ
て
最
善
の
意
思
決
定
に
至
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
医
学
的
証
拠

（evidence

）
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
判
断
の
根
拠
と
し
て
医
学
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
、
次
い
で
本

人
の
生
活
と
人
生
の
物
語
り(narrative)
の
な
か
で
そ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
人
生
の
物
語
り
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、evidence-based narrative

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
な
の
で
あ
る 2
。

人
生
の
物
語
り
に
は
本
人
の
価
値
観
や
人
生
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
医
学
的
に
標
準
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
各
人
の
物
語
り
の
な
か
で
見
直
す
と
、
人
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
し
て
、
あ
く
ま
で
本
人
の
物
語
り
の
視
点
か
ら
み
て
総
合
的
に
最
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
選
択
肢
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
本
人
・
家
族
等
と
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
は
一
緒
に
考
え
、
共
同
意
思
決
定
（shared decision-m

aking: 

Ｓ
Ｍ

Ｄ
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る 3
。

本
人
を
生
活
者
と
し
て
、
ま
た
、
固
有
の
人
生
を
生
き
る
ひ
と
り
の
人
と
し
て
全
人
的
に
看
る
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
の
力
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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四
　
老
化
が
進
行
し
た
患
者
へ
の
医
療
に
つ
い
て

療
法
選
択
の
意
思
決
定
支
援
の
土
台
と
し
て
、
ま
ず
医
学
的
に
適
切
な
判
断
が
必
要
と
な
る
が
、
高
齢
患
者
に
関
し
て
は
こ
の

点
で
判
断
上
の
難
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
、
老
化
の
程
度
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
老
化
が
進
行
し
て
い

る
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
一
般
成
人
を
対
象
と
し
て
医
学
的
に
確
立
さ
れ
た
標
準
治
療
が
医
学
的
に
最
適
と
は
い
え
な
い
場
合
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
世
紀
に
入
っ
て
進
展
し
て
き
た
老
化
に
関
す
る
科
学
的
概
念
で
あ
るfrailty

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る 4
。

通
常
、
各
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
治
療
法
は
、
臨
床
試
験
や
治
験
の
デ
ー
タ
が
統
計
的
に
分
析
さ
れ
確
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
代
の
医
学
的
に
適
切
な
判
断
、
す
な
わ
ち
標
準
治
療
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
臨
床

試
験
や
治
験
に
参
加
す
る
患
者
は
、
壮
年
ま
で
の
患
者
お
よ
び
老
年
で
は
あ
っ
て
も
老
化
が
進
行
し
て
い
な
い
患
者
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
在
は
、
老
化
が
進
行
し
て
い
な
い
患
者
を
対
象
と
し
て
確
立
さ
れ
た
標
準
治
療
を
老
化
が
進
行
し
た
患
者
に
も

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
人
に
と
っ
て
過
剰
侵
襲
お
よ
び
過
剰
負
担
と
な
り
、
益
よ
り
も
害
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
あ
る 5
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
で
あ
れ
ば
臨
床
経
験
上
思
い
当
た
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
高
齢
患
者
へ
の
医
療
に
関
す
る
課
題
で
は
、
同
年
齢
で
も
老
化
の
程
度
に
は
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
を
認
識
す
る

こ
と
が
要
点
の
一
つ
と
い
え
る
。
従
来
、
臨
床
医
学
に
お
い
て
は
暦
年
齢
に
よ
る
判
断
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
老
化
の
程
度
を

認
識
し
な
い
暦
年
齢
に
よ
る
判
断
は
、
過
剰
医
療
あ
る
い
は
過
少
医
療
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
。
高
年
齢
を
理
由
と
し
た
過
少
医

療
は
年
齢
差
別
（ageism

）
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
倫
理
的
に
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
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五
　
高
齢
腎
不
全
患
者
へ
の
透
析
療
法
の
意
味

現
在
の
日
本
に
お
い
て
、
腎
不
全
が
進
行
し
末
期
腎
不
全
と
な
っ
た
段
階
に
お
け
る
標
準
的
な
選
択
肢
は
、
関
連
す
る
五
学
会

が
ま
と
め
た
『
腎
代
替
療
法
選
択
ガ
イ
ド2020

』 6

に
よ
る
と
、
①
血
液
透
析
、
②
腹
膜
透
析
、
③
腎
移
植
で
あ
る
。
こ
の
三
つ

の
選
択
肢
は
腎
代
替
療
法
（renal replacem

ent therapy: 

Ｒ
Ｒ
Ｔ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
齢
患
者
で
は
腎
移
植
は
適
応
外
な
の

で
選
択
肢
は
①
と
②
に
な
る
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
血
液
透
析
は
循
環
動
態
に
継
続
的
に
負
荷
を
か
け
る
治
療
法
で
あ
り
、
循
環
器
合
併
症
の
原
因
と

も
な
る
た
め
、
近
年
、
老
化
が
進
行
し
た
高
齢
者
に
お
い
て
は
治
療
の
負
担
が
益
を
上
回
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

日
本
透
析
医
学
会
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
国
内
研
究 7
は
、「
八
〇
歳
以
上
で
日
常
生
活
障
害
度
が
高
度
の
場
合
、
三
七
％
が
透

析
導
入
後
の
三
ヶ
月
以
内
に
死
亡
し
て
い
る
」
と
分
析
し
、「
日
常
生
活
障
害
度
が
透
析
療
法
導
入
後
の
超
早
期
死
亡
を
予
測
す

る
独
立
し
た
危
険
因
子
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
老
化
が
進
行
し
た
高
齢
者
で
は
透
析
療
法
が
死
因
と
な
り
う
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
は
、

海
外
の
研
究
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
筆
者
） 8
。

六
　
保
存
的
腎
臓
療
法
と
い
う
選
択
肢

そ
こ
で
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
、
末
期
腎
不
全
に
至
っ
て
も
透
析
療
法
を
導
入
し
な
い
保
存
的
腎
臓
療
法
（conservative 

kidney m
anagem

ent: 

Ｃ
Ｋ
Ｍ
）
が
海
外
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｋ
Ｍ
は
慢
性
腎
臓
病
の
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
生
活
指
導
、
食

事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物
療
法
で
あ
り
、
緩
和
ケ
ア
も
含
ま
れ
る 9
。
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諸
外
国
に
お
け
る
近
年
の
研
究
で
は
、
老
化
が
進
行
し
た
高
齢
者
の
場
合
、
Ｃ
Ｋ
Ｍ
で
も
年
単
位
の
生
命
予
後
が
見
込
ま
れ
る

場
合
も
少
な
く
な
い
こ
と 10
や
、
八
〇
歳
以
上
で
は
血
液
透
析
群
と
Ｃ
Ｋ
Ｍ
群
で
生
命
予
後
に
有
意
差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と 11
、
さ
ら

に
、
八
〇
歳
以
上
で
は
生
命
予
後
に
有
意
差
が
み
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
治
療
の
負
荷
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
及
ぼ
す
影
響
の
点
で
Ｃ
Ｋ

Ｍ
群
の
ほ
う
が
有
意
に
優
れ
て
い
る
こ
と 12
、
近
年
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
で
も
腎
代
替
療
法
群
よ
り
も
Ｃ
Ｋ
Ｍ
群
の
ほ

う
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
良
好
な
傾
向
が
あ
る
こ
と 13
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

生
存
率
は
腎
代
替
療
法
群
の
ほ
う
が
Ｃ
Ｋ
Ｍ
群
よ
り
も
有
意
に
良
好
と
い
う
報
告 14
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
Ｃ
Ｋ
Ｍ
は
老
化
が

進
ん
だ
高
齢
者
に
と
っ
て
は
透
析
療
法
に
劣
ら
な
い
選
択
肢
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

七
　
本
人
の
意
思
の
尊
重

意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
最
新
の
医
学
の
知
見
を
踏
ま
え
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
の
生
活
と
人

生
の
物
語
り
の
視
点
か
ら
最
善
の
選
択
肢
を
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
も
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
医
療
と
ケ
ア
に

関
す
る
意
思
決
定
支
援
は
臨
床
倫
理
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
。

本
人
の
意
思
の
尊
重
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」 15

に
お
い
て
意
思
決
定
の
中
核
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
適
切
に
た
ど

れ
ば
、
本
人
の
尊
厳
を
損
な
う
治
療
を
行
わ
な
い
こ
と
と
、
一
旦
開
始
し
た
治
療
を
終
了
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
な
る
。「
尊
厳

を
損
な
う
治
療
」
と
は
、
そ
の
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
の
自
尊
感
情
や
自
己
肯
定
感
を
損
な
う
治
療
法
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
本
人
・
家
族
側
と
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
側
が
徹
底
し
た
合
意
主
義
に
よ
っ
て
意
思
決
定
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
大
切
な
の
は
よ
り
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
老
年
医
学
会
「
高
齢
者
ケ
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ア
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 16

も
同
様
の
趣
旨
に
よ
る
意
思
決
定
支
援
を
推
奨
し
て
い
る
。

患
者
の
権
利
に
つ
い
て
は
日
本
に
法
律
は
な
い
が
、
世
界
標
準
の
考
え
方
と
し
て
世
界
医
師
会
「
患
者
の
権
利
宣
言
」
を
参
照

可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
治
療
法
の
選
択
に
関
し
て
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
権
利
、

尊
厳
が
維
持
さ
れ
心
地
よ
い
（com

fortable

）
最
期
の
プ
ロ
セ
ス
（dying process

）
を
過
ご
す
権
利
な
ど
が
基
本
的
な
患
者
の
権

利
と
し
て
謳
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
法
的
な
視
点
か
ら
は
、
本
人
が
意
思
決
定
能
力
を
有
す
る
場
合
、
本
人
か
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
Ｉ

Ｃ
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
医
療
行
為
を
強
要
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
人
が
透
析
療
法
の
導
入
を
拒
否
し
た

り
、
維
持
血
液
透
析
の
継
続
を
拒
否
し
た
り
す
る
場
合
は
、
そ
れ
を
強
要
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
嫌
が
る
本
人
を
身
体

拘
束
し
て
医
療
行
為
を
強
要
し
た
場
合
は
、
本
人
側
か
ら
訴
え
ら
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
事
訴
訟
で
は
医
療
者
側
が

敗
訴
す
る
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
、
本
人
が
治
療
を
拒
否
す
る
際
に
は
、
慎
重
に
対
話
し
、
拒
否
を
表
現
す
る
本
人
の
言
葉
が
真
意
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
高
齢
者
の
な
か
に
は
配
偶
者
や
友
人
に
先
立
た
れ
た
り
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
一
層
低
下
し
た
り
し
て
心
身
が
弱
く

な
り
、
治
療
を
「
や
め
た
い
」
と
言
う
患
者
が
少
な
く
な
い
。
脆
弱
性
が
増
し
た
高
齢
者
は
こ
う
し
た
こ
と
を
発
言
し
が
ち
で
あ

る
こ
と
も
、
臨
床
経
験
が
豊
富
な
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
な
ら
ば
既
知
の
こ
と
だ
ろ
う
。
　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
は
本
人
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
、
対
話
を
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
生
き
る
希

望
の
回
復
に
つ
な
が
る
ケ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
学
び
の
場
で
の
情
報
共
有
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。
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八
　『
保
存
的
腎
臓
療
法
ガ
イ
ド
』
刊
行
へ

上
述
の
事
柄
を
踏
ま
え
、
筆
者
も
分
担
者
を
務
め
る
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
柏
原
班
は
研
究
成
果
物
と
し
て
『
高
齢
腎
不
全
患
者
の
た
め
の

保
存
的
腎
臓
療
法

─

conservative kidney m
anagem

ent

（
Ｃ
Ｋ
Ｍ
）
の
考
え
方
と
実
践
』
を
二
〇
二
二
年
に
刊
行
予
定
で
あ

る
。
同
ガ
イ
ド
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｍ
の
実
践
お
よ
び
緩
和
ケ
ア
の
あ
り
方
も
要
点
と
し
、
高
齢
腎
不
全
患
者
に
お
い
て
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
重
視
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
物
語
り
の
視
点
で
意
思
決
定
を
支
援
す
る
方
法
に
つ
い
て
提
示
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で
最
初
の
Ｃ
Ｋ
Ｍ
ガ
イ
ド
と
な
る
と
み
ら
れ
、
従
来
、
末
期
腎
不
全
で
あ
れ
ば
透
析
療
法
が
通
常
の
選
択

肢
で
あ
っ
た
こ
の
分
野
の
意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
、
大
き
な
変
革
の
扉
を
開
く
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

九
　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
同
主
催
者
で
あ
る
日
本
老
年
医
学
会
は
、
長
寿
社
会
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り
が
人
生
の
最
終
段
階
ま
で

本
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
・
ケ
ア
の
面
で
支
援
す
る
た
め
、「
健
康
長
寿
達
成
を
支
え
る
老
年
医
学
推
進
五

か
年
計
画
」（
二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
二
年
度
）
を
策
定
し
た
。

こ
の
「
五
か
年
計
画
」
は
本
人
・
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
緩
和
ケ
ア
を
促
進
し
、
Ｅ
Ｏ
Ｌ
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

要
点
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
関
す
る
学
会
方
針
の
原
案
作
成
は
、
同
学
会
「
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
関
す
る
小

委
員
会
」（
委
員
長

：

葛
谷
雅
文
氏
）
が
担
っ
て
い
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
座
長
を
務
め
た
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
在

宅
医
療
・
地
域
医
療
連
携
推
進
部
長
の
三
浦
久
幸
氏
と
筆
者
も
同
委
員
会
に
て
活
動
し
て
い
る
。

研
究
成
果
と
し
て
同
学
会
は
二
〇
一
九
年
、
欧
米
か
ら
の
輸
入
翻
訳
で
は
な
く
、
日
本
の
社
会
的
文
化
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
Ａ
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Ｃ
Ｐ
の
実
践
を
支
援
す
る
た
め
の
「
Ａ
Ｃ
Ｐ
推
進
に
関
す
る
提
言
」 17

と
、
二
〇
二
〇
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
の
補
遺
で
あ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-19

）
流
行
期
に
お
い
て
高
齢
者
が
最
善
の
医
療
お
よ

び
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
の
日
本
老
年
医
学
会
か
ら
の
提
言

―
Ａ
Ｃ
Ｐ
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
」 18

を
発
表
し
、
本
人
ら
し

く
生
き
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
医
療
と
ケ
ア
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
多
く
の
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
や
市
民
と
と
も
に
考
え
、

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
前
述
の
高
齢
者
に
対
す
る
透
析
療
法
の
医
学
的
・
倫
理
的
な
問
題
を
は
じ
め
、
保
存
的
腎
臓
療
法

（
Ｃ
Ｋ
Ｍ
）
と
い
う
選
択
肢
の
意
味
と
意
思
決
定
支
援
、
緩
和
ケ
ア
の
確
立
へ
向
け
た
医
学
的
な
課
題
、
人
生
の
最
終
段
階
を
生

き
る
患
者
の
実
存
的
な
苦
痛
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
生
命
維
持
治
療
と
し
て
の
維
持
透
析
の
終
了
時
期
に
関
わ
る
患
者
の
価
値
観
・

死
生
観
と
医
療
者
の
職
業
的
倫
理
観
を
め
ぐ
る
葛
藤
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
つ
い
て
次
の
演
者
に
ご
講
演
頂
い
た
。

開
会
の
辞
　
葛
谷 

雅
文
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年
科
学
分
野
教
授
）

座
長
　
三
浦 

久
幸
（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
在
宅
医
療
・
地
域
医
療
連
携
推
進
部
長
）

　
　
　
会
田 

薫
子
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
上
廣
講
座
特
任
教
授
）

発
表

　「
臨
床
現
場
の
皆
様
か
ら
の
お
声
」（
八
〇
ペ
ー
ジ
に
資
料
と
し
て
掲
載
）

　 

坂
井 

愛
理
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
上
廣
講
座
特
任
研
究
員
）
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　「『
高
齢
腎
不
全
患
者
に
対
応
す
る
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
の
た
め
の
意
思
決
定
支
援
ツ
ー
ル
』
に
つ
い
て
」

　
大
賀 

由
花
（
山
陽
学
園
大
学
看
護
学
部
講
師
）

講
演
　

　「
維
持
透
析
治
療
の
終
了
を
表
明
し
た
が
ん
末
期
患
者
の
意
思
決
定
支
援
」

　
進
藤 

喜
予
（
市
立
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
内
科
部
長
）

　「
人
生
の
最
終
段
階
と
透
析
療
法
」

　
石
橋 

由
孝
（
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
腎
臓
内
科
部
長
）

　「
人
生
の
最
終
段
階
と
看
護
ケ
ア
」

　
齋
藤 

凡
（
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
、
日
本
腎
不
全
看
護
学
会
理
事
）

　「
本
人
の
人
生
・
価
値
観
と
医
学
的
妥
当
性
・
適
切
性
の
間
で
」

　
清
水 

哲
郎
（
岩
手
保
健
医
療
大
学
学
長
）　

特
別
発
言

　「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究
課
題
『
高
齢
腎
不
全
患
者
に
対
す
る
腎
代
替
療
法
の
開
始
／
見
合
わ
せ
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
最
適
な

　
緩
和
医
療
・
ケ
ア
の
構
築
』
が
目
指
す
こ
と
」
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柏
原 

直
樹
（
川
崎
医
科
大
学
副
学
長
　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
学
教
授
、
日
本
腎
臓
学
会
理
事
長
）

　「
人
工
透
析
を
受
け
る
患
者
と
共
に
歩
む

―
人
生
の
最
終
段
階
と
透
析
療
法
」

　
石
垣 
靖
子
（
北
海
道
医
療
大
学
名
誉
教
授
）

総
合
司
会
　
　
　

　
早
川 

正
祐
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
上
廣
講
座
特
任
准
教
授
）

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
議
論
し
た
こ
と
は
腎
不
全
診
療
・
看
護
の
み
が
抱
え
る
課
題
で
は
な
く
、
諸
々
の
領
域
の
医
療
・
ケ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
関
連
す
る
重
要
課
題
で
あ
ろ
う
。

多
忙
な
臨
床
現
場
に
お
い
て
、
進
展
す
る
医
科
学
の
知
見
を
把
握
し
理
解
し
、
患
者
の
身
体
状
態
を
適
切
に
診
断
し
、
治
療
法

の
選
択
肢
を
挙
げ
、
同
時
に
傾
聴
に
努
め
、
家
族
ケ
ア
も
行
い
つ
つ
、
本
人
の
人
生
の
物
語
り
の
視
点
か
ら
意
思
決
定
支
援
を
行

う
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
領
域
で
も
難
易
度
の
高
い
仕
事
で
あ
る
。
と
て
も
単
独
の
医
療
者
に
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。

臨
床
倫
理
に
携
わ
る
筆
者
ら
は
、
そ
の
難
し
い
職
務
を
遂
行
し
よ
う
と
日
々
奮
闘
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
現
場
で
の
困

難
感
を
聴
き
つ
つ
、
今
後
も
多
職
種
の
医
療
・
ケ
ア
従
事
者
が
こ
う
し
て
相
互
に
情
報
共
有
し
、
学
び
合
い
、
医
療
・
ケ
ア
チ
ー

ム
と
し
て
協
働
す
る
文
化
の
推
進
に
も
資
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
患
者
の
声
を
よ
く
聴
き
、
家

族
の
納
得
も
得
つ
つ
、
患
者
の
た
め
に
よ
り
よ
い
医
療
と
ケ
ア
を
提
供
す
る
社
会
づ
く
り
を
と
も
に
目
指
し
て
参
り
た
い
。
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